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白
河
駅
前
駐
輪
場
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
発
生
と
利
用
状
況
ま
た

管
理
方
法
は
変
わ
っ
た
の
か
。　

　
　

収
容
可
能
台
数
508
台
に
対
し

当
初
は
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
近

は
25
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
利
用
率

で
あ
る
。
パ
ン
ク
・
盗
難
被
害
、

夜
間
の
利
用
時
間
帯
に
対
す
る
苦

情
が
あ
る
。
平
成
21
年
10
月
１
日

か
ら
㈱
楽
市
白
河
が
管
理
し
て
い

る
が
、
常
駐
管
理
者
不
在
の
た
め
、

犯
罪
抑
止
効
果
が
あ
る
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　
　

白
河
中
央
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　

東
北
新
幹
線
や
高
速
道
路
等

に
恵
ま
れ
、
ま
た
首
都
圏
に
も
近

い
た
め
、
工
場
進
出
や
情
報
・
電

子
分
野
、
自
動
車
関
連
、
縫
製
や

食
品
産
業
な
ど
幅
広
い
企
業
が
立

地
し
て
い
る
。
累
計
利
用
台
数
は

現
在
ま
で
に
50
万
台
を
超
え
、
今

後
は
産
業
振
興
や
観
光
な
ど
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て　
　

未
設
置
地
域
に
対
す
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　

　
　

旧
３
村
ほ
か
未
設
置
地
域
に

対
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
設
置
条

件
を
確
認
し
な
が
ら
、
各
地
域
の

町
内
会
や
地
域
連
絡
協
議
会
を
初

め
設
置
に
向
け
た
推
進
協
議
会
の

設
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
住

民
に
対
し
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

市
営
住
宅
に
つ
い
て　
　
　

　
　

老
朽
市
営
住
宅
の
取
り
壊
し

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
意
向
を

確
認
し
な
が
ら
、
他
所
へ
の
移
転

費
用
を
助
成
す
る
な
ど
対
策
を
講

じ
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
市
営
住

宅
立
地
場
所
は
借
地
の
た
め
、
土

地
所
有
者
へ
返
還
し
借
地
料
を
減

じ
た
い
。

　
　

７
月
に
国
史
跡
指
定
予
定
の

小
峰
城
な
ど
を
市
政
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
。　
　
　

　
　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
弾
み
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

史
跡
と
し
て
保
存
整
備
し
、
魅
力

あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

同
時
に
３
カ
所
の
国
史
跡
指

定
を
受
け
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

　
　

鎌
倉
、
金
沢
と
日
本
を
代
表

す
る
市
に
例
が
あ
る
が
、
同
時
に

複
数
の
指
定
は
ま
れ
で
あ
る
。

　
　

国
指
定
の
理
由
、
文
化
財
と

し
て
の
価
値
を
説
明
願
う
。　
　

　
　

借
宿
廃
寺
は
、
東
北
唯
一
の

法
隆
寺
式
伽
藍
を
有
し
、
金
堂
内

部
の
壁
面
を
飾
っ
た　

仏
が
出
土
。

野
地
久
保
古
墳
の
上
円
下
方
墳
は
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
天
皇
の
御
陵

に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
位
の
非
常

に
高
い
方
が
許
さ
れ
た
形
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
ら
郷
土
の
文
化
財
を
学

校
で
取
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

身
近
に
あ
る
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
と
も
指
導
に
努
め
る
。

　
　

五
箇
か
ん
が
い
排
水
事
業
の

計
画
内
容
に
変
更
は
な
い
か
。

　
　

県
営
集
落
基
盤
整
備
事
業
と

名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
来
年
度
は

実
施
設
計
及
び
一
部
工
事
の
着
手

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

市
民
会
館
建
設
・
中
央
公
民

館
建
設
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
　

市
民
会
館
は
築
46
年
、
中
央

公
民
館
は
築
43
年
経
過
し
て
お
り
、

現
状
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
政
策
形
成
過
程
の
中
で
財
政
状

況
を
考
慮
し
総
合
的
な
視
点
か
ら

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
を
公
民
館
的
な
使
用
が

可
能
か
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

　
　

自
殺
対
策
や
孤
独
死
対
策
は
。

　
　

自
殺
対
策
強
化
基
金
を
活
用

し
無
料
法
律
相
談
に
隣
接
し
て
専

門
医
を
配
置
し
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
」
を
行
っ
た
ほ
か
、
自
殺
予

防
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
講
座
」
の
開
催
等
、
事

業
費
は
94
万
７
０
０
０
円
で
す
。

孤
独
死
対
策
は
、
一
人
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
へ
は
民
生
委
員
の
訪
問

に
加
え
、「
あ
っ
た
か
訪
問
・
訪

問
収
集
・
ラ
ン
チ
お
届
け
サ
ー
ビ

ス
・
高
齢
者
サ
ロ
ン
」
等
に
よ
り
、

多
く
の
機
会
を
設
け
、
安
否
確
認

を
行
い
孤
独
死
防
止
に
努
め
て
い

る
。

　
　

住
友
ゴ
ム
工
業
㈱
白
河
工
場

の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
　

国
道
289
号
か
ら
直
接
入
れ
る

よ
う
に
県
な
ど
関
係
機
関
と
可
能

性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

現
状
の
ま
ま
で
は
、
国
保
制

度
が
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
。
早
急
に
国
に
対
し
て
、
制
度

の
改
善
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

市
町
村
単
位
の
努
力
だ
け
で

は
、
構
造
的
な
問
題
の
解
決
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
市
長
会
と
し

て
改
善
に
向
け
動
い
て
い
る
。
今

後
も
、
市
長
会
等
を
通
し
て
改
善

要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

介
護
保
険
料
が
高
い
の
で
、

自
分
で
利
用
を
制
限
し
た
り
、
認

定
さ
れ
な
い
と
介
護
保
険
が
使
え

な
い
等
、
不
満
の
声
が
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。
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